
津市地域公共交通活性化協議会
（津市）

令和5年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

平成２０年８月２０日設置

令和２年３月３１日 第２次津市地域公共交通網形成計画策定
（計画期間：令和２年４月～令和７年３月）

令和４年５月１３日 フィーダー系統 確保維持計画策定等
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

津市の概要

面積 ７１１．１８㎢（県内最大）

隣接自治体 鈴鹿市、亀山市、名張市、伊賀市、松阪市、奈良県（御杖村、曽爾村）

津市コミュ
ニティバス
の運行状況

平成１８年１月 １０市町村が合併して誕生
平成２２年４月 旧市町村で実施していたバス事業を「津市コミュニティバス」

として再編 ➡ 平成２５年４月 本格運行開始
令和３年４月 自主運行バスの見直し及び津市コミュニティバスの再編
令和３年７月～ 再編後の運行の見直し

第２次津市地域公共交通網形成計画

基本理念

津市が持続的に発展し、安心して暮らせる
まちであり続けるために、社会情勢の変化に
柔軟かつ的確に対応し、市民の日常生活に必
要な移動手段を確保するとともに、機能的か
つ効率的な公共交通網を整備していく。

基本方針

① 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを
実現する公共交通機関の構築

② 地域ニーズと持続性を両立させた公共交
通サービスの提供

③ 利用促進につながる移動環境の提供

④ 市民による自発的な行動の促進

計画期間 ５年間（令和２年４月～令和７年３月）



1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 3

運行目標値
:3.5人以上/便
運行維持基準値
:2.0人以上/便

第２次津市地域公共交通網形成計画
で設定した目標（抜粋）

目標 評価項目 数値目標

日常生活における
地域移動の確保

コミュニティバス等
(支線)の利用者数

110,000人

津市コミュニティバスは、第２次津市
地域公共交通網形成計画に基づき、１
便当たり利用者数について目標値を設
定。これに基づきルートを評価し、事
業の見直しを検討するとともに、利用
者への更なるＰＲなど必要な取り組み
を実施し、改善を図る。

運行目標値:3.5人以上/便
運行維持基準値:2.0人以上/便

公共交通に関する
市民意識の向上

モビリティマネジメ
ントや利用促進イベ
ント等実施数

7回/年



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

①直近２年間の津市コミュニティバスの見直し

取り組みの結果、前年度と比較して利用者が約14％増加
【考察】

地域住民の意見を聴き、改善を行った結果、利便性が向上し利用者が増加した。

地域公共交通あり方検討会等において、地域住民の意見を聴き、運行の見直しを検討
【地域から出た意見】
・停留所の名称からは、駅に接続していることが分かりにくいので、停留所名を駅名を入れた名称に
変更してはどうか。

・地域に新しくできたクリニックやトレーニングジムに停留所を設置してほしい。
・スーパーでの滞在時間が短く、ゆっくり買い物ができないのでバスを利用しにくい。等。

コミュニティバスを運行する各地域で、地域住民の代表や地区社会福祉協議会、民生委員児童
委員、老人クラブ等で構成される「地域公共交通あり方検討会」を開催し、コミュニティバス
の運行に対する課題とその解決策、利用促進等について協議を行っている。

見直しの内容 目　的 事　例

停留所名の変更 利用者に鉄道駅に接続していることを分かりやすくする
近鉄桃園駅と接続している「新家」停留所の名称を

「桃園駅東」停留所へ変更

ルート周辺の施設へ乗り入れ

（停留所の新設等）

新しく開設された医療機関やトレーニングジムに新たに停

留所を設置し、地域住民の移動ニーズに応える

「一志ささべクリニック」停留所、

「トレーニングジムａｎ」停留所を追加

買物時間確保のため運行時刻を変更
利用者が帰りのバスの時間を気にせずゆっくり買い物がで

きるようにする

約40分の買い物時間が約50分となるよう調整し、

運行ダイヤの変更を実施



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 5

③時刻表にバスの乗り方案内を掲載②時刻表に他の交通機関との乗換案内を表示

各戸配布する時刻表に
コミュニティバスから
他の交通機関への
乗換案内を掲載

【配布実績】

【結果の考察】
乗換が分かりやすく書いてある
ので助かるとのお声をいただいた

【取組概要】

南部：約21,700部
一志：約13,000部(2回)
美里：約 1,400部

【行き】

西部市民
センター前

泉ヶ丘
団地

志袋団地 片田団地 片田団地
イオンタウン

津城山
久居駅東口

8:53 ⇨ － ⇨ 8:56 ⇨ 9:03 9:10 ⇨ 9:23 ⇨ 9:42 ⇨ 10:05

11:53 ⇨ － ⇨ 11:56 ⇨ 12:03 12:15 ⇨ 12:28 ⇨ 12:47 ⇨ 13:10

14:20 ⇨ 14:23 ⇨ 14:28 ⇨ 14:34 14:40 ⇨ 14:53 ⇨ 15:12 ⇨ 15:35

【帰り】

西部市民
センター前

泉ヶ丘
団地

志袋団地 片田団地 片田団地
イオンタウン

津城山
久居駅東口

11:36 ⇦ － ⇦ 11:32 ⇦ 11:27 11:15 ⇦ 11:02 ⇦ 10:43 ⇦ 10:20

14:36 ⇦ － ⇦ 14:32 ⇦ 14:27 14:15 ⇦ 14:02 ⇦ 13:43 ⇦ 13:20

17:05 ⇦ 17:02 ⇦ 16:56 ⇦ 16:51 16:45 ⇦ 16:32 ⇦ 16:13 ⇦ 15:50

三重交通バス（長野線・泉ヶ丘片田団地線）

乗
換

津市コミュニティバス（久居北・片田・高茶屋ルート）

主な停留所 主な停留所

 久居インター
　ガーデン

乗換案内
※ダイヤ変更にご注意ください

片田地区から久居地域へ　（火・木・金曜日）

三重交通バス（長野線・泉ヶ丘片田団地線）

乗
換

津市コミュニティバス（久居北・片田・高茶屋ルート）

主な停留所 主な停留所

 久居インター
　ガーデン

津市地域公共交通活性化協議会の公募委員から
いただいた御意見を基に各戸配布する時刻表に
コミュニティバスの乗り方案内を掲載
【配布実績】

【取組概要】

一志：約6,500部(1回）
【結果の考察】
効果の把握は困難であるが、バスの乗り方が分
らなかった方の利用に繋がることを期待している



【結果】
１便当たり利用者数の増加
・河芸南・一身田・白塚循環
ルート
1.97人→2.38人

・一志東・伊勢中川駅ルート
2.73人→3.15人

【取組概要】
再編により新たに乗り
入れた大型商業施設と
交通事業者、津市の３
者でタイアップし、開
通１周年のキャンペー
ンを実施。津市コミュ
ニティバス及び三重交
通バス路線の利用者に
対し、商業施設で利用
できる割引券を約3,300枚配布

2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 6

④利用の少ない地区に特化した周知

【取組概要】
再編により新たに乗り入れた地
区に対して、該当地区からコ
ミュニティバスで行ける商業施
設や医療機関までの具体的なダ
イヤを掲載したチラシ７５０枚
配布

⑤大型商業施設と連携した利用促進

【結果】 １便当たり利用者数の増加
・久居南・雲出ルート 1.43人→2.14人

⑦Google mapの経路検索掲載⑥わたしの時刻表発行

【結果】
発行数１９枚

【結果の考察】
利用者の方から、どうやって行
けるか分からなかったので、
作ってもらえて助かるという声
をいただいた

【結果の考察】
利用が低迷していた地区に配布したことで、利用者が定着
し、利用者が増加した

【取組概要】
ＧＴＦＳデータを作成し、
Ｇｏｏｇｌｅマップへ掲載

【結果】
インターネット利用環境が
あれば、誰でも経路検索可
能になった

【結果の考察】
他の交通機関との乗り継ぎ時間が簡単に検索できるように
なって便利になったとの声をいただいた

【キャンペーンカード】

【結果の考察】
キャンペーンを実施したことで、コミュニティバスが大型
商業施設に乗り入れていることが周知され、利用者が増加
した

①三重交通（長野線／泉ヶ丘片田団地線）

８：５７ １１：５７ １４：２９

９：００ １２：００ １４：３２

②津市コミュニティバス（久居北・片田・高茶屋ルート）火木金

９：１２ １２：１７ １４：４２

９：２１ １２：２６ １４：５１

（着）三重中央医療センター

（着）片田新町二丁目

（発）片田新町二丁目

～ ～ ～

≪行き≫

（発）田中

～ ～ ～

【取組概要】
バスや鉄道を利用して外出する市民を対象に、目的地までの乗
り継ぎや発着時刻などをまとめた「わたしの時刻表」を作成し、
発行しています



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 7

目標

達成状況

考察
令和3年度事業 令和4年度事業 令和5年度事業

日常生活
における
地域移動
の確保

コミュニティ
バス等(支線)
の利用者数：
110,000人

78,849人 78,195人 87,355人 目標値は未達
成だが利用促進
及び地域の要望
を反映した見直
しを行った結果、
本年の利用者数
は前年よりも１
２％増加した。

公共交通
に関する
市民意識
の向上

モビリティマ
ネジメントや
利用促進イベ
ント等実施
数：7回/年

3回
・利用の少ない地
区に特化した利用
促進チラシの配布
（亀山椋本線）
・バスの日の啓発
・コロナ対策PRを
開始

4回
・利用の少ない地
区に特化した利用
促進チラシの配布
（亀山椋本線、津
太陽の街線）
・大型商業施設・
交通事業者合同利
用促進キャンペー
ン
・バスの日の啓発

7回
・利用の少ない地区
に特化した利用促
進チラシの配布
（北部地域、一志
地域、亀山椋本線、
津太陽の街線、穴
倉殿舟団地線）

・バスの日の啓発
・津市コミュニティ
バス出前講座

チラシの配布
やバスの日の利
用促進を行い、
目標の年間７回
を達成した。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 8

■津市コミュニティバスが接続する幹線バスの利用実績

津市コミュニティバス
接続する幹線バス
【Ｒ５実績輸送量】
（前年度実績）

★久居西循環
榊原線（Ａ）
【51.0人】（46.9人）

榊原線（Ｃ）
【21.4人】（20.3人）

★一志西循環

★長野・榊原

★八対野・大三

★久居南・雲出
香良洲線
【52.8人】（55.6人）

★久居南・雲出
津三雲線
【37.8人】（38.8人）

★久居南・雲出 久居高茶屋線
【38.0人】（38.0人）

★久居北・片田・高茶屋

★河芸循環
津太陽の街線
【11.5人】（11.5人）

★河芸南・一身田・白塚循環

椋本線
【94.5人】（92.9人）

★久居南・雲出

★芸濃北

★芸濃南

津市コミュニティバス
接続する幹線バス
【Ｒ５実績輸送量】
（前年度実績）

★芸濃南

安濃線
【32.3人】（31.3人）★清水ヶ丘団地・戸島・椋本

★妙法寺・野口・椋本

★久居北・片田・高茶屋

長野線
【41.4人】（39.1人）★長野・榊原

★穴倉・辰水・忠盛塚

★久居北・片田・高茶屋

波瀬線
【19.2人】（16.3人）★一志東・伊勢中川駅

★一志西循環

★美杉西

名張奥津線
【16.2人】（15.6人）美杉南

美杉循環

★国庫補助に関するもの

■評価の実施日 令和５年１２月１５日（金）
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地域公共交通確保維持改善計画における地域毎の目標値、実績値

地域・ルート等 人／便
達成
状況

考察

久居地域（南部地域）

★久居北・片田・高茶屋 4.50 A

★久居南・雲出 2.14 B

★久居西循環 4.59 A

河芸地域（北部地域）

★河芸循環 4.27 A

★河芸南・一身田・白塚循環 2.38 B

芸濃地域（北西部地域）

★芸濃北 2.54 B

★芸濃南 2.47 B

安濃地域（北西部地域）

★清水ヶ丘団地・戸島・椋本 2.90 B

★妙法寺・野口・椋本 1.63 C

地域・ルート等 人／便
達成
状況

考察

美里地域（南西部地域）

★穴倉・辰水・忠盛塚 1.23 C

★長野・榊原 0.58 D

一志地域（南西部地域）

★一志東・伊勢中川駅 3.15 B

★一志西循環 2.07 B

白山地域（南西部地域）

★八対野・大三 4.20 A
福田山・川口・三ケ野

(月水金） 1.55 C

福田山・川口・三ケ野
(火木) 1.93 C

美杉地域（南西部地域）

★美杉東 2.79 B

★美杉西 4.27 A

美杉南 0.60 D

美杉循環 0.51 D
達成状
況の評
価基準

Ａ
（運行目
標値）

Ｂ
（運行維持
基準値）

Ｃ Ⅾ

３．５人
以上／便

２．０人
以上／便

１．０人以上
２．０人未満

／便

１．０人
未満／便

★国庫補助に関するもの
■評価の実施日 令和５年１２月１５日（金）

利用促進等に
より、新たに
乗り入れた商
業施設及び地
区での利用が
定着し運行維
持基準値を達
成

商業施設での
滞在時間が短
い等の意見が
あり、住民の
移動ニーズに
対応した運行
でなかったた
め、一部運行
維持基準値未
達成

市内で最も人
口が少なく、
目的地も少な
いため運行維
持基準値未達
成

商業施設等へ
の利用が多く、
運行維持基準
値を達成

高校の通学利
用以外が低迷
し、運行維持
基準値を未達
成

特定の区間で
の利用が低迷
しており、運
行維持基準値
を未達成



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 10

目標 計画目標の現在
の到達点

今後の取組方針

日常生活にお
ける地域移動
の確保

コミュニ
ティバス等
(支線)の利
用者数
(110,000
人）

87,355人 計画目標値に到達しておらず、
利用の少ない地域で乗り方が分
からないという声もあったこと
から、乗り方教室を再開し、１
便あたりの利用者数の運行目標
値を達成できるよう利用促進を
行う。
利用増加につながるような

ルートの改善点・ダイヤ調整等
（停留所の移設など）について
も引き続き検討、実施する。

公共交通に関
する市民意識
の向上

モビリティ
マネジメン
トや利用促
進イベント
等実施数(7
回/年)

7回 引き続き利用の少ない地区か
らコミュニティバスを利用して
行ける商業施設や医療機関まで
の案内を具体的なダイヤととも
にチラシとして配布する。



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 11

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

前
回

運行目標値未達成のルー
トにおいて、達成状況に応
じて実施する事業により、
運行目標の達成に向けた利
用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を
実施されることを期待する。

運行目標値未達成のルー
トにおいて、利用促進及び
地域からの要望を受け、運
行の見直しを行うなど地域
と協働した公共交通の維持
確保に取り組んだ。

運行目標値未達成の
ルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業
により、運行目標の達成
に向けた利用促進や運行
維持基準値の達成に向け
た事業の検討を実施する。

市内を運行する地域間幹
線系統のうち輸送量が低迷
している系統について、引
き続き、利用促進や系統維
持に向け県や関係者と連携
して取組を実施されるよう
期待する。

市内を運行する地域間幹
線系統のうち輸送量が低迷
している路線について、運
行事業者や近隣市と連携し
て利用促進チラシの作成及
び配布を行った。

市内を運行する地域間
幹線系統のうち輸送量が
低迷している路線につい
て、引き続き運行事業者
や近隣市と連携して利用
促進チラシの作成及び配
布を行う。

※前回：令和５年３月１０日、前々回：令和４年３月１０日



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 12

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の
対応方針

前
々
回

今後は再編後のルートを適切に
評価するとともに、各地区の実態
に合わせた運行形態や、地域間幹
線系統との結節の強化等を考慮し
た上で必要に応じて見直しを検討
するなど、引き続き地域と協働し
た公共交通の維持確保に取り組ま
れることを期待する。

再編後のルートについて、数
値目標を定め乗降調査に基づき
１便当たりの乗車数を評価する
とともに、地域からの要望を受
け、運行の見直しを行うなど地
域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。

今後も再編後のルートについ
て、乗降調査に基づき１便当た
りの乗車数を評価するとともに、
地域からの要望を受け、運行の
見直しを行うなど地域と協働し
た公共交通の維持確保に取り組
む。

今後もコロナ禍においても安心
して公共交通を利用してもらえる
よう、公共交通における新型コロ
ナウイルス対策をPRすることによ
り、利用促進につなげられること
を引き続き期待する。

新型コロナウイルス感染症対
策としては、バス乗務員の検温、
マスク着用、手洗い・うがいの
徹底及び車内換気の実施、車内
へのアルコール消毒の設置等を
行った。ＰＲについては、こう
した対策の実施と感染を防ぐた
めに車内で利用者に守っていた
だくルールを車内並びにホーム
ページ上に掲載した。

今後も新型コロナウイルス感
染症対策として、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗い・う
がいの徹底及び車内換気の実施、
車内へのアルコール消毒の設置
等を行う。ＰＲについては、こ
うした対策の実施と感染を防ぐ
ために車内で利用者に守ってい
ただくルールを車内並びにホー
ムページ上に掲載する。

市内を運行する地域間幹線系統
のうち輸送量が低迷している系統
について、現状や問題意識を県・
関係市町村・関係事業者と共有す
ると共に、当該系統の必要性に応
じ、利用促進や系統維持に向け県
や関係者と連携して取組を実施さ
れるよう期待する。

市内を運行する地域間幹線系
統のうち輸送量が低迷している
路線について、運行事業者や近
隣市と連携して利用促進チラシ
の作成及び配布を行った。

今後も市内を運行する地域間
幹線系統のうち輸送量が低迷し
ている路線について、運行事業
者や近隣市と連携して利用促進
チラシの作成及び配布を行う。



6.計画・評価の推進体制 13

計画推進のための年間標準スケジュール

直近1年間の協議会の実施状況
日時 主な議題

第１回協議会 令和5年5月17日 令和４年度事業報告及び収支決算報告・津市コミュニティバスの運行変
更・津市地域内フィーダー系統確保維持計画・自家用有償旅客運送事業の
登録更新・ぐるっと・つーバスの運行変更

第２回協議会 令和5年8月1日 津市コミュニティバスの運行変更・第２次津市地域公共交通網形成計画に
掲げる事業の令和４年度実績に対する評価等・一般路線バス及びコミュニ
ティバス等の運行に係る事業の令和４年度実績に対する評価等

第３回協議会 令和5年12月15日 津市コミュニティバス及び自主運行バスの運行変更・令和５年度地域公共
交通確保維持改善事業に関する事業評価・次期津市まち・ひと・しごと創
生人口ビジョン・総合戦略の策定に向けた意見聴取

R6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

R4 R5

協議会開催

運行計画の変更

事業

乗降調査（自主運行バス・

津市コミュニティバス）

自主運行バス及び津市コ

ミュニティバスの評価

事業実施状況点検

一般路線バスのサービス

水準評価

改善方策検討 改善方策検討



令和5年12月15日

協議会名：

評価対象事業名：

②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

津市
河芸循環ルート（１）
河芸総合支所～近鉄豊津上野駅、近
鉄千里駅～河芸総合支所

津市

河芸循環ルート（２）
河芸総合支所～近鉄豊津上野駅、近
鉄千里駅、千里ヶ丘公民館～河芸総合
支所

津市

河芸南・一身田・白塚循環ルート
河芸総合支所～北部市民センター前、
白塚駅西、近鉄豊津上野駅～河芸総
合支所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B 2.38

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　河芸地域から津地域北部への移動需要に対応す
るため、一身田地区及び白塚地区へ延伸している。
　一身田地区及び白塚地区、商業施設の利用が定
着し、全体として利用者数が増加しており運行維持
基準値を達成したが、河芸地域の中で比較的人口
の少ない黒田地区等の利用が少なく、運行目標値
は達成できなかった。

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

4.27

●目標値の達成状況
　運行目標値を達成した。
●考察
　　商業施設が集積する千里ヶ丘地区と各集落をつ
なぐ他、鉄道に乗り継ぐことができるよう河芸地域全
体を循環運行しており、三重交通バス路線「津太陽
の街線」と路線が重複する千里ヶ丘地区及び杜の街
地区については、週１回水曜日のみの運行としてい
る。
　地域住民の移動ニーズが高い千里ヶ丘地区の商
業施設や医療機関、温浴施設のあるほほえみセン
ター等での利用が多く、運行目標値を達成した。

A

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

北部地域

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、運行事業者
や近隣市と連携して利用促進チラシの作成及
び配布を行った。

　地域交通として更に定着するよう事業
のPR等の利用促進を継続する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

津市地域公共交通活性化協議会

津市地域内フィーダー系統確保維持計画

1/8



②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

津市
久居西循環ルート
久居総合支所前～榊原口～久居イン
ターガーデン

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

A 4.59

●目標値の達成状況
　運行目標値を達成した。
●考察
　三重交通バス路線「榊原線」と重複している路線が
あり、役割分担が必要であるが、地域から運行継続
を求める意見が強かったことに加え、榊原地区は高
齢化率が高いことや、七栗地区はコミュニティバスの
利用が多いことから、週１日２循環の運行としてい
る。
　榊原地区から久居地域の商業施設、医療機関へ
の利用が多く、買い物及び通院目的を中心に利用
が伸びたことで、運行目標値を達成した。
　全体として前回の事業評価より利用者数が増加し
ており、令和３年度新設の「落合橋」停留所や「新地
北」停留所での利用も伸びてきている。

　地域交通として更に定着するよう事業
のPR等の利用促進を継続する。

三重交通（株）
久居北・片田・高茶屋ルート
久居駅東口～久居インターガーデン～
片田団地

Ａ
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

A 4.50

●目標値の達成状況
　運行目標値を達成した。
●考察
　片田地区及び高茶屋地区から久居地域の商業施
設及び医療機関への移動需要に対応した運行とし
ており、イオンタウン津城山、久居インターガーデン
等の商業施設への買物利用や医療機関への通院
利用が多い。
　特に片田地区から久居地域の商業施設、医療機
関への利用が伸びたことで、運行目標値を達成し
た。

　地域交通として更に定着するよう事業
のPR等の利用促進を継続する。

三重交通（株）
久居南・雲出ルート
三重中央医療センター～久居インター
ガーデン、新家～イオンモール津南

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B 2.14

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　雲出地区から久居地域の商業施設及び医療機関
への移動需要や、久居地域から津地域南部の商業
施設への移動需要に対応した運行としている。
　イオンモール津南への利用が伸びたことで運行維
持基準値は達成したものの、周辺に比較的住宅が
少ない停留所からの利用が少なく、運行目標値を達
成できなかった。

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。
　 地域公共交通あり方検討会におい
て、鉄道駅近くにある停留所の名称に
ついて、地区名でなく、鉄道駅の名称
に変更してはどうかとの意見を受け、停
留所の名称変更を行う。また、利用者
の利便性向上を図るため、運行ルート
の近くにある商業施設に停留所を新設
し、乗り入れを行う。

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

南部地域

2/8



②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

津市
芸濃北ルート
長徳寺～中町～芸濃総合支所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B 2.54

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　芸濃地域北部の集落から芸濃地域の中心部にあ
る商業施設や医療機関、芸濃総合支所等をつなぐ
ルートを設定している。
　商業施設や医療機関、芸濃総合支所での乗降が
多く、運行維持基準値は達成したが、商業施設での
滞在時間が短いという意見などがあり、住民の移動
ニーズに対応したダイヤでなかったため運行目標値
を達成できなかった。

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。
　利用者から商業施設での滞在時間が
短いとの意見を受け、地域公共交通あ
り方検討会で協議した上で、買物時間
にゆとりをもたせた運行ダイヤに変更を
行う。

津市
芸濃南ルート
長徳寺～中町、市場～芸濃総合支所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

津市
芸濃南ルート
北畑～中町、市場～芸濃総合支所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　芸濃地域南部及び芸濃地域西部の集落から芸濃
地域の中心部にある商業施設や医療機関、芸濃総
合支所等をつなぐルートを設定している。
　商業施設や医療機関、芸濃総合支所での乗降が
多く、運行維持基準値は達成したが、商業施設での
滞在時間が短いという意見などがあり、住民の移動
ニーズに対応したダイヤでなかったため運行目標値
を達成できなかった。

2.47

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。
　 利用者から商業施設での滞在時間
が短いとの意見を受け、地域公共交通
あり方検討会で協議した上で、買物時
間にゆとりをもたせた運行ダイヤに変
更を行う。

北西部（芸濃）地域

B
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②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

津市
清水ヶ丘・戸島・椋本ルート
芸濃総合支所～曽根橋～安濃総合支
所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B 2.90

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　明合地区等から安濃地区の商業施設及び村主地
区等の医療機関への移動ニーズに対応するととも
に、芸濃地域の商業施設へ乗り入れるルートを設定
している。
　芸濃地域の商業施設や安濃地域の商業施設があ
る「曽根橋」停留所での利用が多く運行維持基準値
を達成したが、商業施設での滞在時間が短いという
意見などがあり、住民の移動ニーズに対応したダイ
ヤでなかったため運行目標値を達成できなかった。

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。
　 利用者から商業施設での滞在時間
が短いとの意見を受け、地域公共交通
あり方検討会で協議した上で、買物時
間にゆとりをもたせた運行ダイヤに変
更を行う。

津市
妙法寺・野口・椋本ルート
芸濃総合支所～曽根橋～安濃総合支
所

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

C 1.63

●目標値の達成状況
　運行維持基準値を達成できなかった。
●考察
　草生地区等から安濃地区の商業施設及び村主地
区等の医療機関への移動ニーズに対応するととも
に、芸濃地域の商業施設へ乗り入れるルートを設定
している。
　芸濃地域の商業施設や安濃地域の商業施設があ
る「曽根橋」停留所での利用が一定の利用が確認で
きたが、商業施設での滞在時間が短いという意見な
どがあり、住民の移動ニーズに対応したダイヤでな
かったため運行維持基準値を達成できなかった。

　地域公共交通あり方検討会等におい
て、未達成のルートの現状や地域にお
いて担う役割について協議し、利用促
進に併せて運行維持基準の達成に向
けた、減便等の事業の縮小を伴う見直
しについて検討する。
 　利用者から商業施設での滞在時間
が短いとの意見を受け、地域公共交通
あり方検討会で協議した上で、買物時
間にゆとりをもたせた運行ダイヤに変
更を行う。

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

北西部（安濃）地域
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②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

穴倉・辰水・忠盛塚ルート
美里総合支所～忠盛塚～榊原口

穴倉・辰水・忠盛塚ルート
美里総合支所～忠盛塚～美里総合支
所

長野・榊原ルート
平木～美里総合支所、稲葉口～榊原
口

長野・榊原ルート
榊原口～稲葉口～平木

　地域公共交通あり方検討会等におい
て、未達成のルートの現状や地域にお
いて担う役割について協議し、利用促
進に併せて運行維持基準の達成に向
けた、減便等の事業の縮小を伴う見直
しについて検討する。

　地域公共交通あり方検討会等におい
て、未達成のルートの現状や地域にお
いて担う役割について協議し、利用促
進に併せて運行維持基準の達成に向
けた、減便等の事業の縮小を伴う見直
しについて検討する。

●目標値の達成状況
　運行維持基準値を達成できなかった。
●考察
　地域内にスーパーマーケットがない当該地域の状
況に鑑み、津地域及び久居地域への買い物のた
め、一般路線に接続するルートを設定している。
　乗り継ぎ拠点として設定している「稲葉口」及び「榊
原口」停留所の利用が多いものの、地域内には目的
地となる商業施設や医療機関が少なく、また、美里
地域は市内で最も人口が少ないため、運行維持基
準値を達成できなかった。

●目標値の達成状況
　運行維持基準値を達成できなかった。
●考察
　地域内にスーパーマーケットがない当該地域の状
況に鑑み、津地域及び久居地域への買い物のた
め、一般路線バスとの接続強化を図り、津地域方面
への一般路線バスとの乗り継ぎ停留所として設定し
た「忠盛塚」停留所で一定の利用が確認できたが、
地域内には目的地となる商業施設や医療機関が少
なく、また、美里地域は市内で最も人口が少ないこと
から、運行維持基準値を達成できなかった。

0.58三重交通(株)

三重交通(株)

南西部（美里）地域

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

C

A

A

1.23
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

C
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②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

一志東・伊勢中川駅ルート
伊勢中川駅東口～川合高岡駅～とこと
めの里一志

一志東・伊勢中川駅ルート
片野集会所～川合高岡駅～とことめの
里一志

(株)一志運輸
嬉野タクシー㈲

一志西循環ルート
とことめの里一志～川合高岡駅～とこ
とめの里一志

A
事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B 2.07

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　自主運行バス（廃止代替バス）「多気線」の見直し
により廃止された区間の代替手段として、井生地区
までルートを延伸し、地域住民の移動ニーズが高い
高岡地区の商業施設及び医療機関や一志温泉やす
らぎの湯とことめの里一志等を循環するルートを設
定している。
　運行目標値は達成できなかったものの、ぎゅーとら
一志店やマックスバリュ一志店への買い物利用が多
く運行維持基準値を達成した。

 運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。

A

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　川合地区等から地域住民の移動ニーズが高い高
岡地区の商業施設や医療機関へ行けるようなルート
を設定するとともに、市域を越えた松阪市の伊勢中
川駅方面への移動ニーズにも対応し、一志地域東
部と松阪市嬉野地域の伊勢中川駅周辺を一体とし
た移動手段を確保したルートを設定している。
　運行目標値は達成できなかったものの、商業施設
及び一志温泉やすらぎの湯とことめの里一志への
利用が多く、松阪市への利用者も定着しており、運
行維持基準値を達成した。

3.15

南西部地域（一志）地域

(株)一志運輸
嬉野タクシー㈲

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便

事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

B
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②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

八対野・大三ルート
榊原車庫前～榊原温泉口駅～一志病
院

八対野・大三ルート
榊原車庫前～榊原温泉口駅、グリーン
タウン～一志病院

　地域交通として更に定着するよう事業
のPR等の利用促進を継続する。

A

●目標値の達成状況
　運行目標値を達成した。
●考察
　近鉄榊原温泉口駅から県立白山高校への通学需
要に対応するため毎日運行としている。また、自主
運行バス（廃止代替バス）「榊原線」の「榊原車庫前」
以南を廃止したため、代替手段として朝夕の時間帯
に一部ルートを設定している。
　榊原温泉口駅から県立白山高校への利用やマック
スバリュ（白山店）、県立一志病院への利用が多く、
運行目標値を達成した。

4.20A
南西部（白山）地域

三重交通(株)

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。
　
【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便
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②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人） 考察

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり実
施されなかった場合には、理由
等記載】<評価基準>
A:事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された。
B:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されていない点が
あった。
C:事業が計画に位置づけられた
とおりに実施されなかった。

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】
＜評価基準＞
A：運行目標値を達成
B：運行維持基準値は達成したが運行目標値は未達成
C：運行維持基準値を未達成

A
・
B
・
C
評
価

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【補助対象となる事業者名等の名称を記載】

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況①補助対象事業者等

美杉東ルート
丹生俣～伊勢竹原駅前～一志病院

美杉東ルート
伊勢奥津駅前～伊勢竹原駅前、家城
駅前、一志病院～マックスバリュ（川口
店）

美杉東ルート
一志病院～伊勢竹原駅前、家城駅前
～伊勢奥津駅前

美杉東ルート
マックスバリュ（川口店）～伊勢竹原駅
前、一志病院、家城駅前～丹生俣

美杉西ルート
川上～敷津、竹原～一志病院

美杉西ルート
川上～比津、竹原、一志病院～マック
スバリュ（川口店）

美杉西ルート
川上～比津、竹原～一志病院

美杉西ルート
マックスバリュ（川口店）～敷津、竹原、
一志病院～川上

　運行目標値の達成に向けて、利用者
の意見を取り入れたルートの改善等を
含めた利用促進を実施する。

　地域交通として更に定着するよう事業
のPR等の利用促進を継続する。

A

●目標値の達成状況
　運行目標値は達成できなかったが、運行維持基準
値は達成した。
●考察
　下之川地区や多気地区から県立一志病院や津市
家庭医療クリニック等への通院利用や、マックスバ
リュ（川口店）への買い物利用ができるようルートを
設定している。
　各地区から県立一志病院及び津市家庭医療クリ
ニックへの通院並びにマックスバリュ（川口店）への
買い物利用が多く運行維持基準値を達成したが、美
杉地域の中でも人口が少ない多気地区南部等での
利用が少なく運行目標値を達成することができな
かった。

2.79三重交通(株)

三重交通(株)

南西部（美杉）地域

【事業評価結果】
・運行目標値未達成のルートにおいて、達成状
況に応じて実施する事業により、運行目標の
達成に向けた利用促進や運行維持基準値の
達成に向けた事業の検討を実施されることを
期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、引き続き、利
用促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。

【事業評価結果の反映状況】
・運行目標値未達成のルートにおいて、利用促
進及び地域からの要望を受け、運行の見直し
を行うなど地域と協働した公共交通の維持確
保に取り組んだ。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している路線について、三重県と情
報共有を行ない、運行事業者や近隣市と連携
して利用促進チラシの作成及び配布を行った。

B

事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

A

事業が計画に位置付けられたと
おり、適切に実施された。

A

●目標値の達成状況
　運行目標値を達成した。
●考察
　自主運行バス（廃止代替バス）「名張奥津線」の代
替となるよう、伊勢奥津駅から敷津まで運行する
ルートとし、また、八幡地区や八知地区等から県立
一志病院や津市家庭医療クリニック等へ通院するほ
か、マックスバリュ（川口店）へ買い物に行けるよう
ルートを設定している。
　各地区から県立一志病院及び津市家庭医療クリ
ニックへの通院利用、マックスバリュ（川口店）への
買物利用が多く、運行目標値を達成した。

4.27

運行目標値：
3.5人以上/便

運行維持基準
値：2.0人以上/

便
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（別添１－２）

令和5年12月15日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　津市は、平成１８年１月１日に１０市町村の合併により誕生し、面積は７１１．１８㎢と県内で最も広く、県の中心部に位置している。
　津市の地域公共交通が目指すべき将来像「快適で幸せな暮らしを支える公共交通体系が確立したまち」の実現に向け、津市コミュニティバスを運行することで、一般
路線バスのサービスを享受することができない地域において通院、買物等の日常生活に必要な移動手段を確保するとともに、鉄道や一般路線バスと接続することで広
域的な移動にも対応する。このため、地域公共交通確保維持事業により、津市コミュニティバス路線を確保・維持する必要がある。また、津市が持続的に発展し、安心
して暮らせるまちであり続けるために、社会情勢の変化に柔軟かつ的確に対応し、市民の日常生活に必要な移動手段を確保するとともに、機能的かつ効率的な公共交
通網を整備していくことを目的としている。

津市地域公共交通活性化協議会

津市地域内フィーダー系統確保維持計画


